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とも共通していた曲は 36 曲，2 つで共通していた
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　　編者　新星出版社編集部
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　分析は 1 曲につき 5 種類の楽譜を使用することに





































































































































































あるが，第 3 音をベースにした第 1 転回形や，第


























る。4 分音符と 8 分音符での弾き分けが重要にな
るのではないか。































































































































































































人差し指が 2，中指が 3，薬指が 4，小指が 5 とすると，
右手の場合，上昇の時は 1.2.3.1.2.3.4.5，下降の時
は，5.4.3.2.1.3.2.1 となる。左手では，上昇の場合，
























































 楽譜⑤　ｐ .96 より一部抜粋して編集
＜アレンジ譜＞




まりはないため，第 5 音や 3 音など様々な音を試
してみて，好きな響きのものを採用すると良い。
第 3 音や第 5 音はきれいな響きになるのだが，第




 楽譜⑤　ｐ .37 より一部抜粋して編集
＜アレンジ譜＞
































５．4 分音符だったものを 8 分音符で弾いてみる。
　曲調が弾むようなものであるにも拘らず，伴奏
が 4 分音符になっていると曲の雰囲気にそぐわなく
















































　1 ～ 7，13 ～ 16 小節は，左手の伴奏に 1 オクター
ブ下・上の音を付け加え，元の楽譜よりも音が多く
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 （2018 年 12 月 19 日受理）
